




幼児教育の指導計画の 3つの基準が改訂（定）され 2018（平成 30）年度から施行される。領域「環







隆（2017））。現行のものは、教育要領と保育指針は 2009（平成 21 ）年 4月 1 日から施行され、教育・




歳以上の「ねらい及び内容」である。「資質・能力の三つの柱」は表 2－ 1 のように 3項目あり、幼児
教育施設、小学校・中学校・高校を通して育てたいもので、幼児教育では非認知的能力の指導を中心と
した 3番目の項目が中心となる。




























表 2－ 3　5領域のねらい、内容の項目数（新 3法令共通）（無藤（2017））
領　域　名 健　康 人間関係 環　境 言　葉 表　現
ねらいの項目数 3 3 3 3 3





　T大学教育学部 2年生 （男子 12 名、女子 46 名）　




　A大学教育学部 4年生（男子 0名、女子 19 名）
　N大学教育系学部 2年生（男子 25 名、女子 12 名）
（2）アンケート実施時期
2017 年 6 月関連教科授業中にそれぞれ 15 分かけて行った。







　新領域「環境」の 12 の内容について、3問の質問を 11 の内容、4問の質問を 1の内容に対して設けた。
（4）アンケート結果
①　被験者数
　表 3－ 1のとおり 121 名である。





結果は表 3－ 3 のとおりである。表に示した通り χ2 検定を行ったが性別、普通自動車免許証の有
無との間に何らかの傾向のある内容はなかった。




①　表 3－ 2は、好きと答えた教科の数と百分率を表した。好きな教科は人数が多い順に、体育 72 名、


























の平均値は 2.25 ～ 2.79 で、中央値 2.5 を境に鋭く分布している。次に、これらの 12 項目と性別、普
通自動車免許証の有無により、何らかの関係がないかクロス集計をし χ2 検定を行った。しかし、そ
の傾向は見つからなかった。
③　表 3－ 4 は新しい領域「環境」の 12 の内容に関連する質問について、強い肯定を 1点、肯定を 2
点、否定を 3点、強い否定を 4点として平均点を求めた。肯定が強い項目は順に（ 7）- 2 自分が好き
なものを大切にする、（ 5）- 2 ヒマワリは好きですか、（ 3）- 1 最近、中学生や ･･･ 衣替え ････ で、否
定が強い項目は順に（ 3）- 2 最高気温が出るのが最も日 ････、（ 4）- 1 太ったどんぐりと細いどんぐ

























た。表 3－ 3 には「新教育要領」で新しく登場する「（ 6）日常生活の中で、我が国や地域社会におけ
る様々な文化や伝統に親しむ。」という内容が含まれている。この内容は今年度までの学生は履修して
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